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平成 22 年３月期第２四半期累計期間業績予想との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 21 年７月 30 日に公表いたしました平成 22 年３月期（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）の第２四

半期累計期間の予想値と本日公表の平成 22 年３月期第２四半期累計期間の実績値に差異が生じましたので、下記の

とおりお知らせいたします。また、通期の業績予想につきましても修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 22 年３月期第２四半期累計期間の業績予想との差異（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日） 

（連結） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   4,950 110 130 40 2.02

今 回 実 績 （ Ｂ ）   5,347 224 263 120 6.06

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   397 114 133 80 －

増  減  率 （  ％  ）   8.0 103.6 102.3 200.0 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年３月第２四半期） 
6,725 671 794 437 21.49

（個別） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   4,600 90 130 40 2.02

今 回 実 績 （ Ｂ ）   4,998 199 254 123 6.23

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   398 109 124 83 －

増  減  率 （  ％  ）   8.7 121.1 95.4 207.5 －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年３月第２四半期） 
6,260 610 762 434 21.36

 

第２四半期累計期間業績予想との差異の理由 

当社グループの主な得意先であります紙・パルプ産業は依然、厳しい状況が続いておりますが、当社グループ一丸と

なった積極的な営業活動及び技術サービスにより、売上高は前回予想を上回りました。また、徹底したコストダウンを

推進した結果、営業利益、経常利益及び当期純利益とも、前回予想を上回りました。 
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２．平成 22 年３月期通期業績予想の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

（連結） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   10,300 330 330 140 7.06

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ）   10,700 400 500 250 12.60

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   400 70 170 110 －

増  減  率 （  ％  ）   3.9 21.2 51.5 78.6 －

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） 
12,518 776 916 613 30.43

（個別） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   9,600 250 270 110 5.54

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ）   10,000 350 470 240 12.10

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   400 100 200 130 －

増  減  率 （  ％  ）   4.2 40.0 74.1 118.2 －

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年３月期） 
11,563 668 884 605 30.00

 

通期業績予想の修正の理由 

第２四半期累計期間の業績及び今後の見通しを踏まえ算定した結果、前回予想を上回る見通しとなりましたので、 

売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益とも、連結及び個別の通期業績予想を上方修正いたします。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々 

な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 
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